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研究成果の概要（和文）：	 健常者の喫煙者、受動喫煙者、非喫煙者のデータと、歯周病患者

のデータとを統計学的に比較検討、唾液および歯肉溝滲出液の生化学成分および好中球の各

機能変化が、喫煙状態、歯周病の病態とどのような関係があるかを調べた。その結果、歯周

病に罹患している能動喫煙者、受動喫煙者で好中球能は低下し、唾液中の組織破壊由来の酵

素活性が高い傾向が示された。このことは、喫煙の与える影響が歯周疾患罹患者では高まっ

ていることを示唆している。	 

 
研究成果の概要（英文）： The	 present	 study	 focused	 on	 the	 relationship	 between	 cigarette	 
smoking	 (first	 and	 second	 hand	 smoking)	 and	 changes	 of	 various	 oral	 host	 defense	 functions	 
in	 healthy	 or	 periodontitis	 patients.	 These	 findings	 suggest	 that	 the	 effect	 of	 smoking	 
was	 enhanced	 in	 periodontitis	 patients	 and	 substances	 in	 cigarette	 smoke	 could	 impaired	 
immunological	 functions	 (decreasing	 PMN	 functions	 and	 increasing	 enzyme	 activities	 	 
which	 associated	 with	 tissue	 destruction)	 in	 the	 oral	 cavity	 in	 smokers	 or	 passive	 
smokers.	 
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１．研究開始当初の背景 
(1)喫煙には喫煙者自身がたばこの煙

(主流煙)を吸う「能動喫煙」と、周囲の

非喫煙者が喫煙者のたばこの煙（副流

煙）を吸う「受動喫煙」とがある。健康

日本 21 の内容を受けて制定された健康

増進法では、喫煙者本人のみならず、受動

喫煙者の健康被害を重視して、社会的に

様々な対策が盛り込まれている。しかし、

能動喫煙の全身の健康に及ぼす影響に関

する研究報告は無数にあるが、受動喫煙に

関してはまだ少ない。これは受動喫煙の研
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究にはさまざまな研究デザインや倫理

的な問題あることに他ならない。とくに、

受動喫煙者を科学的に定義することが

困難な背景があった。	 

(2)近年、唾液、尿や血液中のニコチン

の代謝産物であるコチニンを検索する

ことで、非喫煙者のたばこの煙の被曝状

況の把握が可能になり、非喫煙者の受動

喫煙の状況を検索することが可能とな

ってきている。そして、そのことが未成

年や妊婦などに対する日常生活におけ

る環境改善の勧告の根拠となり、受動喫

煙リスクの回避指導へもつながってい

る。	 

(3)能動喫煙と歯周病の発症や進行との

関連は明確になっており、同時に喫煙者

の口腔内の特殊性も解っている。たとえ

ば喫煙者の歯周病には、歯肉の炎症の強

度はあまり強くないが、アタッチメント

ロスや歯槽骨吸収が進行するという臨

床所見がある。	 

	 しかし受動喫煙の口腔への影響に関

する知見はわずかで未解明な部分が多

く、親が喫煙者の児童の歯肉のメラニン

色素沈着傾向が高いこと、喫煙者周囲の

非喫煙者で歯周病罹患の危険性が高ま

るとの報告があり、これらの原因は、能

動喫煙および受動喫煙において、たばこ

の煙の中のニコチンや先に述べた代謝

産物のコチニン、一酸化炭素などが歯肉

や歯槽粘膜などに影響して、生体防御機

構に傷害を与えていることが考えられ

る。	 

(4)唾液や歯肉溝滲出液の成分には歯周

組織の局所の状態を評価する様々な因

子が含有されている。またその中の好中

球も歯肉からの遊走過程で様々な情報

を持っている。しかし、能動喫煙者およ

び受動喫煙者の唾液成分変化に関して

は未解明であった。	 

	 

２．研究の目的	 

	 本研究の目的は、能動喫煙者と受動喫

煙者の口腔内環境変化を、(1)生体防御に

関与する好中球の各種の機能変化と、(2)

唾液、可能であれば歯肉溝滲出液中の炎症

マーカーなどの生化学成分変化の両面か

ら捉え、能動喫煙、受動喫煙が口腔組織の

生体防御機構に与える影響を検索するこ

とにある。これらの研究における能動喫煙

者および受動喫煙者の唾液検査などから、

歯周病罹患の危険性などを探知するため

の多くの知見が得られるものと考える。そ

して、これは今後さらに重要性を高めてゆ

く歯科医療における禁煙支援（指導）の際

の貴重な情報ともなり得ると考えた。	 

	 

３．研究の方法	 

	 歯周組織が健康と診断された被験者を

喫煙者、非喫煙者（後の唾液中コチニンの

解析結果から受動喫煙者を判定する）に分

け、全唾液および唾液好中球を採取し、そ

れぞれ検査を行った。	 

	 具体的方法として、被験者は全身疾患を

伴わず歯周病を有さない全身的に健康な

者で、喫煙者と非喫煙者に分け、インフォ

－ムドコンセントを確立後、最初にアンケ

ートにより喫煙歴や家族の喫煙状況など

を含む生活習慣を聴取した。喫煙者に対し

ては、ニコチン依存度を評価する目的で、

Fagerstöm のニコチン依存度テストを行い、

そのスコアが４点以上であることを確認

した。また、両被験者群とも呼気中の一酸

化炭素（CO）濃度をマイクロスモーカーラ

イザーにより２回測定し、その平均値を求

めた。	 

次にガムの刺激により５分間全唾液を

採取するとともに、唾液より好中球を分離

採取した。その後唾液好中球の状態（生細

胞率(アポトーシスを含む)、貪食能、貪食

度）を検索した。	 

唾液中の生化学成分として CellProbeTM	 

(Coulter,	 USA)を用い、エラスターゼ、コ

ラゲナーゼ、カテプシン活性、そして活性

酸素産生を検出した。	 

	 唾液中のコチニン量は検査業者（株式会



社 BML）に発注し調べた。これにより、

喫煙者の喫煙程度および、非喫煙者とし

て試料を採取した被験者の受動喫煙経

験の有無を知ることができた。すなわち、

唾液からある一定量のコチニンが検出

された非喫煙の被験者を受動喫煙者、検

出されなかったものを真の非喫煙者と

して定義した。受動喫煙者と判定された

者には現状を速やかに本人に報告し、周

囲の人間への禁煙誘導の必要性を説明

した。	 

	 得られたデータを統計解析し喫煙者、

受動喫煙者、非喫煙者の各細胞集団の状

態を比較検討した。	 

これらの歯周組織が健常な喫煙者、

受動喫煙者、非喫煙者の各データを解析

し、次年度以降に行う歯周病有病者の検

索に対する対照データとして定義した。	 

	 次に歯周病患者（軽度から中等度歯周

炎）を対象に検索した。喫煙者と非喫煙

者に分け、歯周病の病態を、各種臨床パ

ラメーターの測定値として記録した。	 

	 また、口腔内の健常者と同様に唾液好

中球機能の検索および唾液中の生化学成

分を検索、歯周炎患者の喫煙者、受動喫

煙者、非喫煙者におけるデータを採取し

た。	 	 

	 その後、能動喫煙、受動喫煙の有無、

歯周病の病態と唾液成分および好中球機

能の変化との関連を検索した。	 

 
４．研究成果	 

(1)結	 果	 

①呼気中一酸化炭素濃度	 

	 喫煙者の呼気中の一酸化炭素（CO）濃度

は非喫煙者群と比較して統計的有意に高

く、約 40 倍の値を示した	 (p<0.01)。	 

②唾液中のコチニン検出	 

	 家族に喫煙者のいる非喫煙の被験者の

唾液中にコチニンが検出され、それにより、

受動喫煙の有無を評価することが出来た。	 

③生細胞率	 

	 唾液中好中球の生細胞率は喫煙者群で

低い傾向があったが、統計的有意差は認め

られなかった。	 

④貪食能、貪食度	 

	 貪食率は口腔内健常喫煙者群で非喫煙者

群と比較して有意に低下し、統計的有意差

が認められた(p＜0.05)。また貪食度も喫煙

者群で低い傾向があったが、統計的有意差

は認められなかった。	 

⑤細胞内酵素活性	 

	 エラスターゼ活性は、口腔内健常喫煙者

群で平均蛍光強度が非喫煙者群と比較して

低値を示し、統計的有意差が認められた

（p<0.05）。この結果はコラゲナーゼ活性で

も同様で、口腔内健常喫煙者群で平均蛍光

強度が統計的有意に低値を示した（p<0.05）。

この酵素活性が低い傾向は、エラスターゼ

活性において強かった。	 

	 しかしカテプシン活性では口腔内健常非

喫煙者群、口腔内健常喫煙者群間の関係が

逆転、口腔内健常喫煙者群で高い傾向を示

したが、統計的有意差は認められなかった。	 

	 活性酸素産生に関与する酵素活性を示す

DCF の蛍光強度も口腔内健常喫煙者群で高

値を示し、統計的有意差が認められた

（p<0.05）。	 

⑥歯周疾患患者を加えた能動及び受動喫

煙者における検索 
	 口腔内健常者、歯周炎患者の好中球機能

と酵素活性の比較から、歯周疾患に罹患し

ている能動喫煙者、受動喫煙者では好中球

能は低下し、一部の唾液中の組織破壊由来

の酵素活性が高い傾向が示された。 
(2)考	 察	 

	 これらのことから、喫煙が歯肉組織周囲

での好中球機能の恒常性を失わせている可

能性が示唆され、口腔組織および歯周組織

の生体防御機能の低下に関与し、歯周病の

発症や進行につながっている可能性が考え

られた。	 

	 さらに、能動喫煙及び受動喫煙の与える

影響が、口腔内に病態のない者よりも歯周

疾患罹患者で高まっている可能性がある。 
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